







































資格審査の中特に問題になったのは，1946年 11月末において，旧制大学総数 58校中 36校，専門学


































公立 10校  1校  4校  0校  2校 0校  17校
私立 41校 15校 43校 13校 19校 1校 132校















































































































































































































































































































　� 山田千春「専修学校研究の検討」北海道大学大学院教育学研究院紀要第 118号，2013年 6月，p213
　� 同上
　� 韓民『現代日本の専門学校』玉川大学出版部，1996年，p39
　� 同上
　� なお，短期大学の時期区分については，鈴木さくら「戦後日本の短期大学に関する研究―検討のための
時期区分を中心に―」早稲田大学教育学研究科紀要，第 25号-2，2018年 3月，において検討されている。
Ⅰ草創期（1950年～1953年），Ⅱ定着期（1954年～1960年），Ⅲ家政分野拡大期（1961年～1968年），Ⅳ教育・
保育拡大期（1969年～1977年），Ⅴ看護・実務分野拡大期（1978年～1984年），Ⅵ人文科学分野拡大期（1985
年～1993年），Ⅶ改組・終焉期（1994年から現在）の 7つの時期区分である。
